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大仙市誕生から 10年。
市民の思いとともに次の 10年へのスタートを―

施政方針演説
平成27年度

全文は市ホームページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）に掲載しています。全文は市ホームページ（ ）に掲載しています。

平成27年第１回大仙市議会定例会が２月 24日に開かれ、
栗林市長が新年度の施政方針演説を行いました。
大仙市が誕生してから10年̶
次の10年へのスタートを切る市政への決意を表明した
演説内容を抜粋してお伝えします。

冒頭

続
す
る
ほ
か
、防
災
教
育
の
一
環
で
も
あ

る
、市
内
各
学
校
に
よ
る
被
災
地
と
の
相

互
交
流
活
動
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、

被
災
地
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
10
年
へ
の
ス
タ
ー
ト

　

３
月
22
日
、
本
市
は
誕
生
か
ら
10
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。こ
の
10
年
は
、
基

礎
か
ら
発
展
・
成
熟
へ
と
道
筋
を
つ
け

た
10
年
で
あ
り
、
各
地
域
の
特
性
や
独

自
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
市
と
し
て

の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
き
ま
し
た
。ま
た
、
市
政
運
営
の
基

本
方
針
で
あ
る「
大
仙
市
総
合
計
画
」の

も
と
、子
育
て
・
教
育
、医
療
・
福
祉
、産

業
、
防
災
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。10
年
を
迎
え

る
今
、市
民
、議
員
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
に
よ
り
、
新
市
の
基
盤
が
一

定
程
度
築
か
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年

を
検
証
し
、
28
年
度
か
ら
始
ま
る
10
年

間
の
市
の
重
点
的
な
取
り
組
み
や
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
11
月
、
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
の
打
開
を
目
指
す「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」が
成
立
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　

 

（
２
ペ
ー
ジ
へ
）

雪
対
策
を
充
実
さ
せ
継
続

　

１
月
23
日
に
決
定
し
た
県
立
大
曲
工

業
高
校
の
第
87
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

へ
の
初
出
場
は
多
く
の
市
民
が
歓
喜
に

沸
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
元
高
校
の

甲
子
園
出
場
を
支
援
し
て
ほ
し
い
と
の

市
民
の
声
を
受
け
、
出
場
支
援
の
補
正

予
算
を
上
程
し
ま
し
た
。大
曲
工
業
高

校
の
朗
報
は
、
雪
国
に
と
っ
て
は
一
足

早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

す
が
、
実
際
の
春
は
も
う
少
し
先
で
あ

り
、今
後
、融
雪
に
伴
う
災
害
対
策
な
ど

に
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
連
の
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年

９
月
に
策
定
し
、
す
で
に
一
部
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
「
雪
対
策
総
合
計

画
」に
基
づ
き
、
来
年
度
設
置
す
る「（
仮

称
）雪
対
策
推
進
室
」が
か
じ
取
り
役
と

な
り
、
部
局
横
断
的
に
市
役
所
全
体
で

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。な
お
、

今
年
度
か
ら
、
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
高

齢
者
世
帯
へ
の
支
援
等
の
経
費
に
特
別

交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
さ
ら
に
対
策

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
間
も
な

く
４
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、い

ま
だ
仮
設
住
宅
暮
ら
し
や
ふ
る
さ
と
を

離
れ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
々
が
大
勢
い
ま
す
。市
で
は
、
宮
古

市
へ
の
職
員
派
遣
や
「
大
曲
の
花
火
」へ

の
被
災
者
招
待
な
ど
の
復
興
応
援
を
継
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　極めて厳しい農業情勢の中、大仙市農業の今後を語
り合う「農業活力創造懇話会」を昨年10月から全８回
開催。若手農業者や農業法人、流通関係者等の皆さん
から寄せられた貴重な意見や提案、要望等を今後の大
仙市農業にとって有効な施策の展開に結び付けると
ともに、平成28年度から始まる新たな農業振興計画
に生かしていきたいと考えています。
　国の農政大転換への道筋をつけるため、米に依存し
すぎた農業構造からの脱却と広範な水田の有効活用
を図るための大豆振興、野菜・花きなどの園芸作物や
畜産などの複合部門の推進に努めてきました。今後も
国の動向を見極め、所要の施策を追加して取り組む必
要があると考えています。
　複合部門では、平成27年度から開始される中仙地
域の園芸メガ団地でのトマトの本格栽培、本年度から
新たに取り組んでいる大豆栽培モデル対策事業を通
じ団地化による栽培面積の拡大に加え、県の農業夢プ
ラン事業や市単独の畑作園芸振興事業等により、畑作
園芸関係機械・施設の導入を支援します。
　大曲地域四ツ屋地区に新設予定の園芸作物一元集
出荷施設の整備は、JA秋田おばこが事業主体となり、
平成27年度の着工・完成予定で計画が進められていま
す。施設の完成により、メガ団地で栽培されるトマトや
JA管内の青果物、花きなどの販売力向上が図られ、さ
らなる園芸生産の拡大につながると期待しています。
　広範な水田の有効活用については、大豆のさらなる
生産振興を図りつつも、基本は稲作であることから、
平成27年度は高品質米生産に意欲的に取り組む農家
への助成措置を新たに講じるほか、国が実施する「収
入減少影響緩和対策（通称・ナラシ対策）」への加入を促
進するため、同制度の加入要件となる認定農業者の掘
り起こしと農家積立金の一部を補助します。
　生産コスト縮減の基本となる農地の集積について
は、農地中間管理事業で県下最多の585人が農地の受

主
要
課
題

け手として応募しており、相当規模の農地が農業法人
や認定農業者等の受け手に集積される見通しです。こ
の制度を有効に活用し規模拡大を図りながら、低コス
ト・省力化に向け直播栽培などに取り組む経営体には、
水稲作業用機械に対する支援を市独自に実施します。
　担い手の育成・確保については、新たに市単独事業
として、農業法人が社会保険への加入等労働条件の整
備を図りながら行う新たな雇用を支援します。
　６次産業化支援策については、いぶり漬けの需要が
伸びているにもかかわらず原料の大根の供給が追い
つかないため、不足している大根を市外や県外から購
入している現状です。これを踏まえ、大根生産者の掘
り起こしと生産拡大のため、栽培した大根を「秋田い
ぶりがっこ協同組合」等へ納入する市内生産者を支援
します。
　また、中山間地域などのほ場条件や規模拡大に制約
のある農地の有効活用を図るため、条件不利地域を対
象に実施する市独自の「小規模集落元気な地域づくり
基盤整備事業」や、地域特産物等の生産体制の強化、６
次産業化等に関わる県の新たな支援事業などにより、
生産基盤と生産体制の整備を推進します。
　このほか、多面的機能支払交付金事業については、
今年度から県下最大の取り組みとして151の活動組
織で実施していますが、４月からは法制化されるため
地域ぐるみの活動が一層充実していくよう努めます。

農政の大転換により一層厳しさを増す、市の基幹産業「農業」

大仙市農業を市独自事業などで積極的に支援

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　

昨
年
末
、
国
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
総
合
戦
略
」

を
と
り
ま
と
め
、
全
自
治
体
に
も「
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
地
方
版
総
合

戦
略
」の
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
本

市
も
含
め
、わ
が
国
全
体
の
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
克
服
の
た
め
、本
市
で
も
、次

期
総
合
計
画
の
策
定
と
並
行
し
来
年
度

の
策
定
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
問
題
に
関
し
て
は
、
一
昨
年
か

ら
幹
部
職
員
研
修
を
行
う
な
ど
問
題
意

識
を
も
っ
て
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、先
般
、30
代
・
40
代
の
職
員
で
構

成
す
る
庁
内
勉
強
会
が
発
足
し
た
と
こ

ろ
で
す
。職
員
の
自
主
的
な
活
動
を
通

じ
、
次
期
総
合
計
画
お
よ
び
地
方
版
総

合
戦
略
に
盛
り
込
め
る
よ
う
な
考
え
が

出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、10
年
の
節
目
に
あ
た
り
、本
市

の
自
治
の
基
本
理
念
や
行
政
運
営
の
基

本
原
則
を
定
め
る「
自
治
基
本
条
例
」を

制
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、現
在
、市

民
で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
で
内
容
の

検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

10
年
を
契
機
に
「
市
民
と
行
政
の
協

働
」の
気
運
を
一
層
高
め
な
が
ら
、市
民

が
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る

と
と
も
に
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
来
年
度
も
努
め
て
い
き
ま
す
が
、

３
月
22
日
開
催
予
定
の
「
大
仙
市
誕
生

10
周
年
記
念
式
典
」
で
は
、市
民
の
皆
さ

ん
と
思
い
を
共
有
し
、次
の
10
年
へ
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市の基幹産業「農業」。稲作を中心としながら、複合部門の推進
や農地集積、担い手の育成・確保などを積極的に支援します。



工事が進む南街区の完成予定図（写真左）。コミュニティFM
「FMはなび」は、８月の開局を目指して準備が進んでいます。
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　国では経済対策、いわゆる「アベノミクス」を進めて
いますが、本市を含む地方では景気回復を実感できて
いない状況です。加えて、消費増税による個人消費の
伸び悩みや、農政大転換による農業を取り巻く環境の
厳しさなど、地域経済の先行きは不透明な状況です。
　こうした中で、市、大曲商工会議所、大仙市商工会の
３者によるプロジェクト会議で昨年３月に策定され
た「花火産業構想」は、「地方創生」にも結び付くもの
として取り組みを進めています。
　本年度は、関係省庁・機関等への要望や調査を実施
しながら、構想の具体化に向け事業の実施計画作成に
取り組んできました。昨年12月のプロジェクト会議
では、実施計画に盛り込む事業内容と計画策定までの
スケジュールを確認しました。３月上旬には、再度会
議を開催して実施計画をまとめたいと考えています。
　来年度からは、「花火」を生かした内発型産業の育
成と絡め、日本の花火の文化的価値の継承と花火のま
ちならではの情報発信や花火の振興を支える人・環境
づくりも行いながら、さまざまな分野での「大曲の花
火」ブランドの戦略的活用で、国内外に向けた販路開
拓と通年型観光振興に取り組んでいきます。
　なお、市と事業目的を共有する市民グループと協働
で実施している花火伝統文化継承事業は、花火関連事
業の収集・保管施設の移転改築とともに、収集資料の
展示等を含めた活用策を協議しています。

「大曲の花火」ブランドの戦略的活用

花火産業構想
11月、「大曲ヒカリオ」オープン予定

大曲通町地区市街地再開発事業

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立

各
地
域
の
活
性
化
が
重
要

　

市
の
主
要
課
題
等
や
主
な
施
策
を
解

決・推
進
す
る
た
め
に
は
、持
続
可
能
な
行

財
政
基
盤
の
確
立
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
基
本
で
あ
る
各
地
域
の
活
性

化
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
効
あ
る
施
策
・
事
業
の
展

開
を
図
る
た
め
、
市
の
組
織
・
機
構
の

再
編
を
平
成
28
年
度
の
実
施
に
向
け

準
備
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
は
先
行

し
て
雪
対
策
、
花
火
産
業
構
想
、
各
地

域
の
活
性
化
な
ど
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
の
部
門
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、公
共
施
設
の
見
直

し
が
あ
り
ま
す
。市
所
有
の
公
共
施
設

は
７
０
０
余
り
あ
り
、
こ
の
う
ち「
ハ
コ

モ
ノ
」と
呼
ば
れ
る
建
築
物
だ
け
で
も

５
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
更
新
や
統
廃
合
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
、
国
で
は「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」の
早
期
策
定
を
求
め

て
い
ま
す
が
、市
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
平
成
25
年
度
か
ら
公
共
施
設
の
規
模

や
劣
化
状
態
、
利
用
状
況
な
ど
を
把
握

す
る
実
態
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
将
来
を
見

据
え
た
適
正
な
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
平
成
28
年
度
中
の
計
画
策
定
を
目

指
し
作
業
を
進
め
ま
す
。（
４
ペ
ー
ジ
へ
）

　平成21年度に基本構想を策定し、翌22年度から総
事業費約163億円をかけて進めてきた本事業も、９月
の南街区竣工で完了予定です。進捗率は２月末時点で
31.1％と、順調に進捗しています。
　南街区には、大曲商工会議所の事務所棟をはじめ、
健康福祉棟、市街地での多様な保育ニーズに対応する
児童福祉棟、駐車場棟の４棟が整備され、11月１日の
オープンを予定しています。今後、関係機関と連携し
「大曲ヒカリオ」の完成に向け、事業を進めていきます。
　また、南街区にスタジオが整備されるコミュニティ
FM事業は、運営会社の「株式会社TMO大曲」が開局の
ための免許申請を済ませ、８月の開局を目指し準備を
進めています。愛称が「FMはなび」と名付けられた放
送局では、地域の話題を地域の言葉で伝える「おらほ
のラジオ」を目指し、住民参加の「オール大仙」による
番組作りに努めるとしています。
　市としても、地域に密着した情報を中心に放送する
コミュニティFMの特性を生かし、きめ細かな情報提
供による地域活性化や市民の安全安心のための情報
伝達手段として、積極的に活用していきます。
　また、FMはなびでは、災害などの緊急情報を瞬時
に伝達するシステムや緊急信号による災害危険情報
を適時的確に放送することから、市では、これらに対
応した、市内企業の技術力で開発・製造する大仙市オ
リジナルの緊急告知ラジオの導入を進めていきます。

計画の推進にあたって
施政方針演説
平成27年度
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【子育て世帯への新たな２つの支援】
８月診療分から中学生の通院時の医療
費を無料化します。また、市と複数の
金融機関が連携し、子育て資金の借入
金に対する利子補給を行います。

【各種がん検診の受診率向上】
35 歳から 39歳の胃がん検診を市のが
ん検診事業として実施するほか、全県一
斉に実施する「がん検診個別受診勧奨」
（コール・リコール事業）により、子宮
頸がん検診の未受診者に電話などで受
診を勧めます。日曜検診（健診）の拡
充や健康推進員による参加勧奨を行い、
大腸がん検診研究事業や特定健診など
への参加促進に努めます。また、産後
６カ月以内の母乳外来受診者に費用の
一部を助成します。

【大曲北幼稚園の移転・開園】
市街地再開発事業南街区の児童福祉棟
に11月から大曲北幼稚園を移転・開園
する予定です。28年４月からは認定こ
ども園として開園する計画です。

【放課後児童クラブの拡大】
市独自の面積基準を定め、そのモデル
事業として神岡児童クラブの移転新築
工事を実施するほか、定員の見直しを
行い、受け入れ人数の拡大を図ります。

【地域包括ケアシステムの構築】
高齢者の生活支援や医療介護連携、認
知症施策に関する事業を重点的かつ一
体的に取り組みます。

【生活困窮者の自立支援】
生活保護受給者以外の生活に困窮して
いる方を支援する「生活困窮者自立支
援法」が４月から施行。専門性を有する
支援員を市社会福祉協議会等に委託配
置し、「自立相談支援事業」によりさま
ざまな問題に対応した支援を行います。

【学校の安全性確保、防災機能強化】
市内小・中学校の天井等落下防止対策
工事を引き続き実施します。

【西部学校給食センター竣工】
調理員による厨房設備の操作訓練等を
実施中で、４月から給食を提供します。

【特別支援教育アドバイザーを配置】
学校生活支援員や保育支援員、発達サ
ポーター合わせて104人を配置するほか、
特別支援教育のアドバイザーを継続配置
し、質の高い学習環境の充実、学力・体力、
生活習慣等の維持・向上に努めます。

【地域文化の発信と次世代への継承】
国民文化祭継承事業を実施し、子ども囲
碁大会、小・中学生や高校生等が参加す
る園遊会イベント、子どもカメラ教室と子
どもフォトコンテストを計画しています。

【親と子の夢を育む読書活動の推進】
ブックスタート事業、３人の子ども読
書支援サポーターによる学校図書館へ
の支援体制充実と連携に努め、子ども
の読書活動を進めます。

【スポーツ合宿の誘致】
交流や実技・学習指導など地域貢献を
行う団体も多く地域活性化も期待でき
ることから、引き続き誘致に努めます。

【３年後の全国大会開催実現に向けて】
全国にも紹介される本市最大のスポー
ツイベント「全県500歳野球大会」。関
係機関でプロジェクトチームを結成し、
３年後の全国大会開催実現に向けて活
動を展開します。

【アーカイブズ事業】
平成28年度の公文書館設置に向け、旧
双葉小学校の改修に関わる実施設計を
行います。

【県営ほ場整備、市内15地区で実施】
中仙の大神成地区、協和の下淀川地区、
太田の斉内地区での新規採択を含め、
市内15地区で実施予定。引き続き生産
基盤の整備を着実に進めます。

【地域林業を担う若き後継者を支援】
４月に県が秋田市雄和に新設する「林業
大学校」への本市からの入校生に無利子
で奨学金を貸し出しするほか、卒業後７
年間、林業関係企業等へ就業した場合、
償還を免除する支援を実施します。

【プレミアム付き商品券事業を支援】
国の「地域活性化・地域住民生活等緊
急支援交付金」を活用し、プレミアム
付商品券事業を行う団体への補助を予
定。現時点ではプレミアム率２割、発
行総額12億円を見込み、６月頃の発行
に向け事業協議会と調整を図ります。

【積極的な企業支援】
国・県・市の支援策を紹介し支援する
とともに、首都圏企業等へ市内企業と
一緒に出向き取り引きの維持・拡大を
働きかけ、事業拡大、雇用増加につな
がるよう努めます。

【動向を捉えながら企業誘致を推進】
工業団地への新規誘致と空き校舎活用
の２案件の具体的な交渉、調整を進め
ています。

【若者の地元定着と雇用促進】
休職中の45歳未満の方を対象に「若者
求職者資格取得補助金」を創設。就職に役
立つ資格取得による早期就労を支援しま
す。また、介護や建設など人材不足が懸念
される地元企業の人材確保を支援します。

【首都圏でのピーアール活動】
秋の東京有楽町に加え、６月には JR大
宮駅で物産フェアを行う予定です。

安心して健やかに
暮らせるまちづくり未来を創り心豊かな人を

育むまちづくり活き活きと希望を持って
活躍できるまちづくり

▲
主な施策の概要平成27年度

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
育
成
支
援
事
業
や
地
域
振
興
事
業
、

い
わ
ゆ
る
地
域
枠
予
算
を
は
じ
め
、「
が

ん
ば
る
集
落
」活
性
化
支
援
事
業
、小
規

模
・
高
齢
者
集
落
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対

策
事
業
等
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。来

年
度
は
、
集
落
支
援
員
の
増
員
を
図
る

ほ
か
、
都
市
部
の
人
材
を
地
域
社
会
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地

域
の
活
性
化
と
あ
わ
せ
て
定
住
定
着
を

図
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
募
集
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
交
流
、
地
域
支
え
合
い

の
多
機
能
型
の
拠
点
を
形
成
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点

形
成
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で
制
度
本
来
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

高
額
な
返
礼
品
を
控
え
、希
望
す
る
寄

付
者
に
広
報
紙
を
１
年
間
無
料
で
送

付
し
て
き
ま
し
た
。来
年
度
か
ら
は
、

さ
ら
な
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
な

が
ら
、寄
付
者
か
ら
市
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
本
市
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し

て
い
た
だ
く
た
め
、広
報
紙
に
加
え
、

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
と
、特
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
市
観
光

物
産
協
会
が
行
っ
て
い
る
大
仙
市
特

産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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【大仙市道路整備に関する指針改正】
新たに優先順位評価を取り入れ、緊急
性、必要性を判断し必要な箇所に重点
的に予算を配分。単独の道路改良事業
では選択と集中で事業箇所を集約し、
事業期間の短縮に努めます。道路維持
管理事業では、柔軟に対応できる経費
を各地域に配分します。

【幹線道路の改良事業】
南外と西仙北を結ぶ南外１号線の全線
完成を目指すほか、引き続き南外４号線、
南外19号線の改良工事を進めます。ま
た、新たに神岡の坊ヶ沢戸月線、仙北の
仙北21号線の測量設計等を実施します。

【新たな地域交通システム】※P.６参照
路線バス３路線で市が運営主体となる市
営委託バスを、太田では全域をカバーす
る区域型乗合タクシーをそれぞれ４月か
ら実証運行します。また、来年度は、こ
れまで実施してきた事業の検証を行い、
課題解決に向けた改善策を盛り込んだ第
３期地域公共交通計画を策定します。

【上水道の整備】
建設後50年以上が経過し老朽化が進ん
でいる大曲上水道宇津台浄水場の更新
について、平成28年度の本体工事着工
を目指し、用地取得および土地造成工
事等を実施します。

【簡易水道の整備】
仙北中央地区簡易水道整備、協和地域
淀川地区水源移設を来年度から28年度
までの２カ年の継続事業として実施予
定。西仙北半道寺地区施設改修を単年
度工事で実施します。

【公共下水道事業】
協和中央浄化センターの機械・電気設備
更新工事と刈和野および強首浄化セン
ターの長寿命化対策実施設計を行います。

【消防団員の処遇改善】
消防団等充実強化法を受け、来年度か
ら団員の年額報酬を全階級で地方交付
税措置額水準まで引き上げる、県内で
は初となる処遇改善を行う予定です。

【市民を守る防災対策】
避難所135のうち、看板未設置 109カ
所を年次計画で整備します。また、大仙
市総合防災訓練を太田で開催。防災活動
を迅速・的確に行えるよう訓練します。

【住宅リフォーム支援を拡充】
住宅用火災警報器の設置を補助対象に追
加。住宅・建築物の耐震改修にかかる助
成を継続。補助制度の併用や補助率かさ
上げなど、交付要綱の見直しを図ります。

【公営住宅の耐久性向上を図る】
耐久性向上と予防保全的維持改善を進
めるほか、老朽化に伴う西仙北の天神前
市営住宅の建て替え工事に着手します。

【公園・緑地の整備】
市街地再開発に関連し、大曲厚生医療
センターに隣接する「ねむのき公園」
の再整備を行います。

【主要通学路にグリーンベルトを設置】
通行車両に通学路であることを視覚的
に認識させる「グリーンベルト」を主
要通学路に設置。運転者に減速を促し、
児童生徒を交通事故から守ります。

【再生可能エネルギーの導入】
大曲、神岡、中仙の各庁舎に太陽光発電・
蓄電池システムを導入するほか、避難
所に指定されている市内44施設に太陽
光発電式LED街灯を設置します。

【新火葬場の供用開始】
４月30日までに全体工事を完了し、６
月１日の供用開始を予定しています。

【第２次男女共同参画プラン】
企業への働きかけや女性の活躍促進等
を盛り込んだ講座・研修会を行い、職場・
家庭・地域での取り組みを進めます。

【ドメスティックバイオレンス（DV）対策】
高校生など若年層向けの予防教育講座
のほか、被害者支援事業を行います。

【国際交流の推進】
友好交流都市・韓国唐

たん

津
じん

市との青少年
交流を再開。綱引きを軸にした交流の
ほか、経済、文化、観光などの分野に
も交流を拡大したいと考えています。
国際教養大学留学生と園児、児童、生
徒の交流事業や、国際フェスティバル
の開催、在住外国人の支援を行います。

【神奈川県座間市と友好交流都市協定】
災害時相互応援協定を結んでいる神奈
川県座間市との友好交流都市協定を締
結し新たな分野にも交流を拡大します。

【「出会い」と「大切な一歩を」サポート】
「街コン」イベントを継続して行います。
大仙結婚を支援する会の会員増を図り、
定期的な結婚相談会を開催。会員に活
動費や成婚報奨金を支給するなど、未
婚者の結婚支援にさらに深く対応でき
る体制を整えます。

【マイナンバー制度の運用に向けて】
社会保障・税制度の効率性・透明性を高
め、公平・公正な社会を実現するための
基盤として国が整備を進める社会保障・
税番号制度、いわゆる「マイナンバー制
度」。10月には住民票がある全ての方に
12桁の個人番号が通知されます。また、
来年１月からは、社会保障や税、災害対
策の行政手続きの際に個人番号が必要と
なります。市では、制度の運用にあわせ、
電子計算システムの改修などの環境整備
を年次計画で進めます。

生活の基盤が整った
まちづくり環境と調和し快適で安全

に 暮らせるまちづくり仲間とふれあい   ともに
活躍できるまちづくり

施政方針演説
平成27年度

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
再
確
認

　

政
府
は
、
人
口
減
少
問
題
に
本
腰
を

入
れ
、昨
年
９
月
に
は
、ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
を
設
置
し
対
策
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
。本
市
で
も
、
過
度
な
人

口
減
少
は
地
域
の
活
力
を
失
い
、
市
の

運
営
基
盤
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
問
題
を
現

実
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が

ら
も
、あ
ま
り
悲
観
的
に
な
ら
ず
、各
施

策
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
結
合
・
連

携
さ
せ
、着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
問
題
の
克
服
は
、
市
行
政
だ
け
で

な
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
認
識
を
共
有
し
て
い

た
だ
き
、協
働
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
合
併
10
年

と
い
う
節
目
は
、「
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
再
確
認
す
る
機

会
で
あ
り
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
の
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
個
性

豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
社
会
で
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
環
境

を
整
備
」し
、そ
し
て
、老
い
も
若
き
も
、

し
っ
か
り
と
支
え
合
う
社
会
の
仕
組
み

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。市
民
・
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

むすびに

※「主な施策の概要」に掲載している各事業の予算は、平成27年第１回大仙市議会定例会の議決を経て成立します。
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路
線
バ
ス
３
路
線
の
市
営
化

区
域
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行

お
ら
ほ
の
ま
ち
の
公
共
交
通

【問い合わせ】 
総合政策課 ☎0187-63-1111

内線236・237

市民の生活の足となる地
域公共交通。利用者への聞
き取りやアンケート調査
を行い、皆さんが利用しや
すい運行内容を検討して
きました。
皆さんのニーズに応える
ため、４月から、大きく２
つの見直しを行います。

ニーズに応え
サービスを見直し

見直し①

　

二
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
「
要
望

に
近
い
ダ
イ
ヤ
を
編
成
で
き
る
こ

と
」
で
す
。利
用
者
か
ら
要
望
が
多

か
っ
た
時
間
帯
に
運
行
時
刻
を
設

定
。ル
ー
ト
と
便
数
を
変
え
る
こ
と

な
く
利
便
性
を
高
め
ま
す
。（
７
ペ

ー
ジ
参
照
）

　

昨
年
５
月
か
ら
販
売
し
て
い
る

市
循
環
バ
ス
と
羽
後
交
通
の
路
線

バ
ス
の
両
方
で
使
え
る
回
数
券

（
２
０
０
円
券
13
枚
つ
づ
り
で
２
千
円
・

大
曲
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
販
売
）
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

３
路
線
の
実
証
運
行
を
行
い
な

が
ら
、
今
後
も
さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
す
。

○
定
期
券
、
回
数
券
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ

 

羽
後
交
通
大
曲
営
業
所

 

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
１
５

安い利用料金で、要望に近いダイヤを編成
路線バス３路線を市営化

市
と
羽
後
交
通
が
共
同
で
実
施

新
た
な
大
仙
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

路
線
バ
ス
長
信
田
線
、
杉
山

田
線
、
南
外
線
を
４
月
か

ら
市
営
化
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
３
路
線
に
つ
い

て
平
成
24
年
度
に
沿
線
住
民
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。ま
た
、
今
年
度
の
５
・
６
月
に

は
バ
ス
に
乗
車
し
、
利
用
者
へ
の

聞
き
取
り
調
査
を
行
う
な
ど
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行

い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
運
行
内
容
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
運
行
す
る
「
大
仙
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
長
信
田
線
、杉
山

田
線
、南
外
線
）」は
、市
が
運
営
主
体

に
な
り
、
羽
後
交
通
株
式
会
社
と

共
同
で
実
施
。車
両
や
停
留
所
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
羽
後
交
通
の
設

備
を
使
用
す
る
た
め
、
乗
降
場
所

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

安
い
利
用
料
金
、

要
望
に
近
い
ダ
イ
ヤ
編
成

　

市
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
二
つ
。

一
つ
目
は
「
利
用
料
金
を
安
く

設
定
で
き
る
こ
と
」。新
料
金
は
、

２
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
ま
で
の

１
０
０
円
刻
み
に
し
、
こ
れ
ま
で

の
運
賃
よ
り
約
２
割
安
く
設
定
し

ま
す
。定
期
券
は
１
カ
月
券
の
み

と
し
て「
往
復
」ま
た
は「
片
道
」を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
下
校
の
送
迎
や
定
期

券
購
入
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
皆

さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

通
学
用
定
期
券
の
場
合
は
価
格
を

特
に
割
安
に
し
ま
す
。（
下
表
参
照
）

旧料金 160～
370円

380～
490円

500～
620円

630～
740円

750～
880円

890～
990円

新料金 200円 300円 400円 500円 600円 700円
※小学生、障がいのある方は半額。小学生未満は無料

長信田線、杉山田線、南外線の利用料金

利用区間の料金 200円 300円 400円 500円 600円 700円

通学者 6,000円
（3,000円）

9,000円
（4,500円）

12,000円
（6,000円）

15,000円
（7,500円）

一般利用者 8,400円
（4,200円）

12,600円
（6,300円）

16,800円
（8,400円）

21,000円
（10,500円）

25,200円
（12,600円）

29,400円
（14,700円）

※定期券は１カ月券のみの販売で「往復」または「片道」を選択できます。
（カッコ内は「片道」定期券の価格）

定期券（１カ月券）
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便
数
を
増
や
し
効
率
的
に
運
行

乗
合
利
用
で
１
０
０
円
引
き

太
田
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
各

集
落
と
同
地
域
の
中
心
地

を
つ
な
ぐ
定
時
定
路
線
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
週
１
回
運
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
年
々
利
用
者
が
減
少
。

３
月
末
で
バ
ス
を
廃
止
し
、
４
月
か

ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

　

同
地
域
を
８
エ
リ
ア
に
分
け
、

１
エ
リ
ア
内
の
予
約
を
と
り
ま
と

め
て
各
集
落
か
ら
診
療
所
な
ど
が

あ
る
中
心
地
や
中
里
温
泉
ま
で
運

行
。乗
降
場
所
は
、
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
を
引
き
続

き
使
用
し
ま
す
。な
お
、
利
用
に
は

登
録
が
必
要
で
す
。

◆
運
行
日
／
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で

の
う
ち
、各
エ
リ
ア
週
３
日

※
１
日
当
た
り
３
往
復
。た
だ
し
、
電
話

予
約
が
あ
っ
た
場
合
の
み
の
運
行

◆
運
賃
／
片
道
３
０
０
円

※
２
人
以
上
の
乗
合
利
用
の
場
合
は

１
０
０
円
引
き
さ
れ
ま
す
。

◆
登
録
方
法
／
太
田
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
、太
田
診
療
所
、中

里
温
泉
に
用
意
し
て
い
る
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、提
出

※
後
日
、利
用
者
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ・利
用
登
録

 

太
田
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
０
１
８
７（
88
）１
１
１
７

８エリアに分け、エリアごとに予約を集約
区域型乗合タクシーを導入

見直し②

新たな大仙市コミュニティバス３路線の時刻表

※第２便と第４便は、土・日祝日運休 ※第３便と第５便は、土・日祝日運休

大曲BT
発 横堀小 横沢車庫前 砂溜 長信田車庫前

着
第１便 7:40 8:01 8:13 8:19 8:29
第２便 9:40 10:01 10:13 ― ―
第３便 12:10 12:31 12:43 12:49 12:59
第４便 14:25 14:46 14:58 ― ―
第５便 16:15 16:36 16:48 16:54 17:04
第６便 18:10 18:31 18:43 18:49 18:59

長信田車庫前
発 砂溜 横沢車庫前 横堀小 大曲BT

着
第１便 6:50 7:00 7:06 7:18 7:38
第２便 8:40 8:50 8:56 9:08 9:28
第３便 ― ― 10:20 10:32 10:52
第４便 13:20 13:30 13:36 13:48 14:08
第５便 ― ― 15:15 15:27 15:47
第６便 17:15 17:25 17:31 17:43 18:03

長信田線運行時刻

岩倉温泉
発 金屋 南外支所前 神宮寺

駅前角
大曲BT
着

第１便 6:58 7:04 7:06 7:20 7:35
第２便 8:00 8:06 8:08 8:22 8:37
第３便 9:50 9:56 9:58 10:12 10:27
第４便 11:30 11:36 11:38 11:52 12:07
第５便 13:10 13:16 13:18 13:32 13:47
第６便 14:50 14:56 14:58 15:12 15:27
第７便 15:45 15:51 15:53 16:07 16:22
第８便 17:30 17:36 17:38 17:52 18:07

※第３便と第６便、第８便は、土・日祝日運休 ※第１便と第４便、第７便は、土・日祝日運休

大曲BT
発

神宮寺
駅前角 南外支所前 金屋 岩倉温泉

着
第１便 7:15 7:30 7:44 7:46 7:52
第２便 9:00 9:15 9:29 9:31 9:37
第３便 10:50 11:05 11:19 11:21 11:27
第４便 12:15 12:30 12:44 12:46 12:52
第５便 14:00 14:15 14:29 14:31 14:37
第６便 15:00 15:15 15:29 15:31 15:37
第７便 16:40 16:55 17:09 17:11 17:17
第８便 18:30 18:45 18:59 19:01 19:07

南外線運行時刻

大曲BT
発

神宮寺
駅前角 かみおか温泉 刈和野駅前 杉山田

着
第１便 7:40 7:54 7:56 8:15 8:38
第２便 11:15 11:29 11:31 11:50 12:13
第３便 13:30 13:44 13:46 14:05 14:28
第４便 15:40 15:54 15:56 16:15 16:38
第５便 17:45 17:59 18:01 18:20 18:43

杉山田
発 刈和野駅前 かみおか温泉 神宮寺駅

前角
大曲BT
着

第１便 6:35 6:58 7:17 7:19 7:33
第２便 8:50 9:13 9:32 9:34 9:48
第３便 12:25 12:48 13:07 13:09 13:23
第４便 14:35 14:58 15:17 15:19 15:33
第５便 16:40 17:03 17:22 17:24 17:38

杉山田線運行時刻

※大曲BT＝大曲バスターミナル
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

人　口 86,433 人 （  -54）
　男 40,492 人 （  -59）
　女 45,941 人 （-113）
世帯数 31,163 世帯 （  -10）

人
口
増
減

内

　
　訳

出　生   36 人
死　亡   131 人
転　入   81 人
転　出   99 人

2/28現在

※(  ) 内は前月比

要
件
を
満
た
す
方
は

奨
学
金
の
償
還
が

半
額
免
除
さ
れ
ま
す

ふ
る
さ
と
就
職
者

奨
学
金
償
還
免
除
制
度

　　
市
の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し

て
い
る
方
で
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方
は
、償
還
金
の
半
額
が

免
除
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
要
件
／

○
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
に
４
年
制
大
学
を
卒
業
す

る
方

○
卒
業
後
、
大
仙
市
に
５
年
以

上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
卒
業
後
、
県
内
に
本
社
が
あ

る
事
業
所
に
就
職
ま
た
は
自

営
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

○
卒
業
５
年
経
過
後
、
全
償
還

金
の
半
額
以
上
を
償
還
し
て

い
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
総
務
課

 

内
線
３
３
４

オ
ト
コ
の
た
め
の

会
話
力
ア
ッ
プ
講
座

　　
す
て
き
な
出
会
い
を
見
つ
け

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
「
会
話

力
」を
磨
き
ま
せ
ん
か
。「
話
し
た

い
気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、
思
う

よ
う
に
会
話
が
続
か
な
い
」「
相

手
に
自
分
の
こ
と
を
上
手
く
伝

え
ら
れ
な
い
」な
ど
、「
会
話
」に

苦
手
意
識
が
あ
る
方
に
お
勧
め

で
す
。相
手
に
好
印
象
を
与
え
る

会
話
術
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
／
会
話
力
を
磨
き
た
い

独
身
男
性

◆
日
時
／
３
月
24
日（
火
）

 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
定
員
／
10
人
程
度

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
３
月
23
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
講
師
／
Ｆ
Ｍ
は
な
び
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ・根
田
朋
子
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

大
曲
庁
舎
の
窓
口
業
務
時
間
を
延
長

今
年
も
参
加
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５

参加は簡単。15分以上体を動か
すだけ。みんなで参加しよう！
（写真は昨年のもの）

　

加
入
申
込
書
を
だ
い
せ
ん
日

和
２
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
ま
す
。４
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
は
交
通
災
害
共
済

の
掛
け
金
（
４
０
０
円
）
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

◆
共
済
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◆
共
済
掛
金
／
年
額

 

【
交
通
災
害
】４
０
０
円

 

【
不
慮
の
災
害
】６
０
０
円

◆
申
込
先
／
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
、環
境
交
通
安
全
課
、

秋
田
銀
行
、北
都
銀
行
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、

羽
後
信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば

こ
農
業
協
同
組
合

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
３
１

交
通
災
害
共
済・

不
慮
の
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済・

　

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に

世
界
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
住

民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」。人
口
規

模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同
士
が

午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
間
に
、
15
分
以
上
継
続
し
て

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民

の
参
加
率
を
競
い
ま
す
。

　

２
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
昨

年
は
、愛
知
県
碧
南
市
と
対
戦
。

４
万
１
２
７
９
人
（
平
成
25
年
度

比
５
２
２
９
人
増
）
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

碧
南
市（
５
万
０
０
３
１
人
）
に
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
戦
相
手
は
、
大
仙

市
と
交
流
が
あ
る
神
奈
川
県
座

間
市（
初
参
加
）で
す
。た
く
さ
ん

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
今
後
の
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
実
施
日
時
／
５
月
27
日（
水
）

 

午
前
０
時
〜
午
後
９
時

◆
参
加
方
法
／
15
分
以
上
の
運

動
を
続
け
る（
自
宅
や
学
校
、
職

場
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
、広
場
な
ど
、

ど
こ
で
も
可
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

内
線
３
４
３



回収場所は、各支所市民サー
ビス課または環境交通安全課
に問い合わせいただくか、市の
ホームページをご覧ください。

使用済み食用油の拠点回収も
ご利用ください

大仙市廃油回収
キャラクター
「ハイユリン」

ペットボトル
キャップ回収
ボックス

参加者募集

お知らせ版

EventInfomationHealthSafetyClass

▲▲▲

お知らせ版

▲
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ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　　
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
で
市
内
在

住
の
タ
ベ
ル
ス
キ
・
マ
イ
ケ
ル
さ

ん
と
一
緒
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理

「
コ
ッ
ト
レ
ッ
ト
」を
作
り
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
ポ
ー
ラ
ン
ド

料
理
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
３
月
29
日（
日
）

 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

◆
会
場
／
は
ぴ
ね
す
大
仙

◆
定
員
／
８
人

◆
参
加
費
／
１
人
５
０
０
円

 
（
材
料
代
）

※
国
際
交
流
協
会
会
員
は
無
料

 

（
当
日
の
入
会
も
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
25
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
仙
市
国
際
交
流
協
会
 

事
務
局（
男
女
共
同
参
画
・
交
流

推
進
課
内
）

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

食
品
ト
レ
イ
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ

回
収
拠
点
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　
市
で
は
、
ご
み
減
量
化
と
再

資
源
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、

回
収
拠
点
を
設
置
し
、
食
品
ト

レ
イ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
ト
レ
イ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
は
市
役
所
各
庁
舎

や
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
、リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
２・２
７
５

受け付けする業務の内容 実施課
転入届・転出届・転居届の住民異動

市民課
内線130

印鑑登録
国民健康保険資格異動（保険証の交付等）
戸籍に関する届け（死亡届、出生届、婚姻届ほか）
パスポートの交付 ※要予約。申請不可
各種証明書の交付（戸籍、住民票、印鑑証明書、税務証明書）
※住民基本台帳ネットワーク関係業務（住民基本台帳カードの申請、
　転入の特例手続き）と公的個人認証業務は取り扱いできません。
国民健康保険資格異動（高齢受給者証、限度額認定証の交付等）

国保年金課
内線144

後期高齢者医療資格異動
福祉医療の申請
国民年金資格異動
税務証明書（課税・非課税証明、納税証明ほか）の交付

税務課
内線110市税の収納

納税相談
転入・転出時の上水道開栓・閉栓の受け付け 上水道課

内線124上水道料金の収納
保育所・幼稚園の申し込み、相談

児童家庭課
内線102

児童手当の申請
児童扶養手当、特別児童扶養手当の申請
放課後児童クラブの申し込み、相談

　

３
月
23
日
か
ら
４
月
３
日
ま

で
の
期
間
、
大
曲
庁
舎
の
各
種

届
け
出
・
交
付
・
申
し
込
み
な
ど

の
窓
口
業
務
時
間
を
午
後
７
時

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

市
民
課
と
税
務
課
の
ほ
か
、

期
間
中
は
国
保
年
金
課
、
上
水

道
課
、
児
童
家
庭
課
も
時
間
を

延
長
。住
民
異
動
に
伴
う
各
種

手
続
き
な
ど
を
一
度
に
完
了
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
受
け
付
け
業
務
は
左
表
の
と
お
り

◆
期
間
／
３
月
23
日（
月
）か
ら

４
月
３
日（
金
）ま
で

 

（
土・日
、３
月
31
日（
火
）を
除
く
）

※
３
月
31
日
は
市
民
課
と
税
務
課
で

の
各
種
証
明
書
交
付
の
み

◆
延
長
時
間
／
午
後
７
時
ま
で

※
シ
ス
テ
ム
稼
働
時
間
の
制
約
上
、

転
入
や
国
民
健
康
保
険
資
格
異
動

の
受
け
付
け
に
関
連
す
る
、
転
入

後
の
新
た
な
住
民
票
の
交
付
や
印

鑑
登
録
、
国
民
健
康
保
険
証
の
交

付
が
時
間
内
に
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
午
後
６
時
30
分

を
め
ど
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
曲
庁
舎
の
窓
口
業
務
時
間
を
延
長

西部学校給食センター
「西部わくわくランチ」
一般公開
　　
◆日時／４月４日（土）

午前10時～午後３時
◆場所／西仙北中学校敷地内

（校舎東側）
※駐車スペースが少ないため、乗り
合いでお越しください。

※見学は２階通路からのみ。
※当日は調理作業を行いません。
※衛生上、体調が悪い方は入場でき
ません。

【問い合わせ】
 学校給食総合センター
 ☎0187-86-4171

　

市
で
は
、売
却
・
賃
貸
で
き
る

空
き
家
を
探
し
て
い
ま
す
。空
き

家
の
有
効
活
用
を
希
望
す
る
所

有
者
の
方
は
、空
き
家
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。現
地
調
査

後
、
空
き
家
の
情
報
を
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

物
件
の
登
録
や
利
用
を
希
望

す
る
場
合
は
登
録
申
請
が
必
要

で
す
。申
請
用
紙
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
に
所
在
す
る
、

「
住
宅
」
と
し
て
建
築
さ
れ
た

建
物
で
、
常
時
無
人
状
態
の

空
き
家

【
問
い
合
わ
せ・登
録
】

 

建
築
住
宅
課（
大
曲
南
庁
舎
内
）

 

☎
０
１
８
７（
66
）４
９
０
９

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

空
き
家
バ
ン
ク

登
録
物
件
募
集
中

市総合民俗資料交流館「くらしの歴史館」４月から開館時間が変わります
◆期間／４月１日（水）から10月31日（土）まで　◆開館時間／午前９時30分～午後４時30分

【問い合わせ】くらしの歴史館 ☎018-895-2220
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投票所に行けない方は不在者投票をご利用ください

病院・施設での不在者投票
次の病院や施設に入院・入所中の
方は、施設で不在者投票ができま
す。希望する場合は、病院長等に申
請してください。
▶大曲厚生医療センター、市立大
曲病院、大曲中通病院、花園病院、
県立リハビリテーション・精神医
療センター、協和病院、サングレイ
ス、峰山荘、愛幸園、幸寿園、ありす
の街、柏の郷、こもれびの杜、八乙
女荘、真森苑、桜寿苑、福寿園、テン
ダーヒルズ、真木苑、サン・サルビ
ア、なごみのさと、ウォームハート

郵便での不在者投票
身体に重度の障がいがあるなどの
理由で投票所に行けない方は、郵
便で投票できます。
投票には証明書が必要です。詳細
は問い合わせください。
◆郵便投票の対象／身体障害者手
帳、戦傷病者手帳、介護保険者証
のいずれかがあり、一定の条件
に該当する方
◆郵便投票の請求期限／

４月８日（水）

※候補者の政策などを掲載した選挙公
報は、４月10日までに新聞折込で各戸
に配布する予定です。新聞未購読の方は、連絡をい
ただければ郵送します。また、４月９日から11日ま
で、市役所各庁舎のほか、次の施設でも配布します。

 【大曲】女性センター、サンクエスト大曲、花館・内
小友・藤木・四ッ屋・角間川の各公民館、大川西根総
合センター【神岡】北楢岡公民館、神岡中央公民館
（嶽雄館）【西仙北】西仙北中央公民館、西仙北スポー
ツセンター、西仙北林業者等健康増進施設、西仙北
農村環境改善センター、強首地区多目的研修施設
【中仙】中仙市民会館（ドンパル）、中仙公民館鑓見内・
長野・鶯野・清水・豊川・豊岡の各分館、道の駅なか
せん（こめこめプラザ）【協和】協和市民センター（和
ピア）、協和温泉「四季の湯」、峰吉川基幹集落センタ
ー、協和公民館淀川分館【南外】南外ふるさと館【仙
北】仙北ふれあい文化センター、史跡の里交流プラ
ザ「柵の湯」【太田】太田公民館、奥羽山荘、中里温泉

投票資格がある方には 　　　　　　
投票所入場券が郵送されます
投票資格がある方には 　　　　　　投票資格がある方には 　　　　　　投票できる方 　　　　　

投票所入場券は、地域的な事情もあり、期
日前投票が始まる４月４日（土）まで、全
戸に届かない場合も考えられます。
仮に投票所入場券が手元に届いていない
場合でも、期日前投票はできますので、各
期日前投票所にお越しください。

◆年齢／平成７年４月13日以前に生まれた方
◆住所／平成27年１月２日以前から引き
続き市内に居住し、住民基本台帳に登録
されている方

※１月３日以降に県内市町村から転入した方
 転入前の住所地での投票です。転入前か転入後
の自治体に、引き続き県内に住所がある証明書
（引き続き証明書）を請求してください。

選
び
ま
す  

秋
田
の
未
来  

担
う
人

秋
田
県
議
会
議
員

一
般
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
３
日
に

告
示
さ
れ
、
４
月
12
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
民
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
の
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
０
１
８
７（
72
）２
１
６
７

 投・開票日 ４/12 日
観覧希望の方は係員の指示に従ってください。
◆時間／午後８時30分～
◆会場／大曲体育館 ※土足厳禁

◆時間／午前７時～午後７時
◆会場／各投票所
◆持参するもの／投票所入場券

投  
票

開  

票

大切なあなたの１票を投票してください

 期日前投票

地域 日時 投票場所
大曲 ４月６日（月）午前９時～正午 中山会館

４月６日（月）午後２時～５時 木内児童館
神岡 ４月７日（火）午前９時～正午 蒲自治会館
西仙北 ４月７日（火）午後２時～５時 木売沢自治会館

４月８日（水）午前９時～正午 西仙北青少年
自然の家

４月８日（水）午後２時～５時 秋通会館
協和 ４月９日（木）午前９時～正午 船沢自治会館

４月９日（木）午後２時～５時 牛沢又コミュニ
ティセンター

右表のとおり、日時を限定して期日
前投票所を開設します。また、期間中
の常設の期日前投票所は次のとおり
です。期間内であれば、どの投票所で
も投票できます。
◆時間／午前８時30分～午後８時
◆会場／大曲、西仙北、中仙、協和、南
外、仙北の各庁舎と神岡福祉セン
ター、太田農村環境改善センター
◆持参するもの／投票所入場券（届い
ている方）

土４/４ 11▶ 土

日時限定の特設投票所

ボランティア
スタッフ

募集

活動内容
■アナウンサー
■番組企画・制作
■ミキシングなど　機器操作
■特派員・レポーター
■P Rイベントへの参加　　　　　　　　など

「地域の話題」を「地域の言葉」で「地域の人々」に伝える

おらほのラジオ８月
開局

「 FMはなび」は地域情報を中心に放送する
コミュニティFMです
イベント情報、観光情報、商店街情報
行政情報そして災害時には緊急情報を発信します

得して役立つ情報、安心安全な力強い味方として
あなたのそばにFMはなび

熱意のある方大歓迎

問い合わせ

※ 経 験 不 問 　 あ な た の 力 を 必 要 と し て い ま す
※ 具 体 的 な 活 動 内 容 に つ い て は 、面 接 等 を 行 い 決 定 し ま す

株 式 会 社 T M O 大 曲
 F M は な び 開 局 準 備 事 務 所
  〒 0 1 4 - 0 0 2 4
   大 仙 市 大 曲 中 通 町 ４ - 1 5
    ☎ 0 1 8 7 - 8 8 - 8 2 4 6

JR 大曲駅JR 大曲駅
大曲厚生
医療センター
大曲厚生
医療センター

グランマートグランマート

ペアーレ大仙ペアーレ大仙

事務所事務所
丸子川丸子川

池田医院池田医院

花
火
通
り
商
店
街

花
火
通
り
商
店
街
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ボランティア
スタッフ

募集

活動内容
■アナウンサー
■番組企画・制作
■ミキシングなど　機器操作
■特派員・レポーター
■P Rイベントへの参加　　　　　　　　など

「地域の話題」を「地域の言葉」で「地域の人々」に伝える

おらほのラジオ８月
開局

「 FMはなび」は地域情報を中心に放送する
コミュニティFMです
イベント情報、観光情報、商店街情報
行政情報そして災害時には緊急情報を発信します

得して役立つ情報、安心安全な力強い味方として
あなたのそばにFMはなび

熱意のある方大歓迎

問い合わせ

※ 経 験 不 問 　 あ な た の 力 を 必 要 と し て い ま す
※ 具 体 的 な 活 動 内 容 に つ い て は 、面 接 等 を 行 い 決 定 し ま す

株 式 会 社 T M O 大 曲
 F M は な び 開 局 準 備 事 務 所
  〒 0 1 4 - 0 0 2 4
   大 仙 市 大 曲 中 通 町 ４ - 1 5
    ☎ 0 1 8 7 - 8 8 - 8 2 4 6

JR 大曲駅JR 大曲駅
大曲厚生
医療センター
大曲厚生
医療センター

グランマートグランマート

ペアーレ大仙ペアーレ大仙

事務所事務所
丸子川丸子川

池田医院池田医院

花
火
通
り
商
店
街

花
火
通
り
商
店
街

▼
▼
▼
詳
し
く
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
▼
▼
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※次の必要事項を明記の上、メールまたはFAXでお申し込みください

※なお、具体的な活動内容については、面接等を行い協議したいと思います

男・女

　〒

□携帯電話

※ご記入いただいた個人情報については、ボランティアスタッフの運営に関すること以外に使用しません。

Ｑ　活動してみたい内容を教えてください

●希望する活動内容

□　アナウンス □　番組企画、制作 □　ミキシングなど機器操作

□　特派員、レポーター □　ＰＲイベントへの参加

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●　「こんな番組があったらいいな」番組企画案をお聞かせください

●　ご意見・ご感想をお書きください

【お問い合わせ先】FMはなび開局準備事務局

□携帯メール

□PCメール

※E‐mail以外にあなたの希望する連絡先　（TEL・携帯電話・FAX）

　のうちいずれかに【 ㇾ 】をつけてください。

〒014-0024大仙市大曲中通町4-15/TEL：0187-88-8246　

□FAX

会社名（学校名）

FMはなびボランティアスタッフ申込書

職業

生年月日年齢ふりがな 性別

　　　年　　月　　日名前

お申込先

※ご希望の活動について、FMはなびで所定の審査を行います。
　また、各種研修の受講が必要となる場合もあり、ご希望に沿えないことがあります。
　あらかじめご了承ください。

お申込先

□TEL

 [FMはなび開局準備事務局]

住所



お知らせ版

芸術文化活動に貢献した個人や団体をたたえる大仙市芸術文化賞。
市内の芸術文化団体の意欲を高め、活動の奨励を図ることが目的です。

地域芸術文化の振興に貢献された８人が功労賞、１人が奨励賞を受賞されました。

大仙市芸術文化賞第９回

荒
あら

川
かわ

 彩
さい

紙
し

さん
（本名：荒川 セイ子さん）

67歳 ＝大曲＝

昭和 53 年、和紙は
り絵を高橋草駒氏に
師事。昭和 61 年の
大曲紙絵サークル設
立当初から会長を務
め、意欲的に制作活
動に取り組むほか、
会員への指導など後
継者育成に尽力され
ています。

功労賞
美術（紙絵）

竹
たけ

村
むら

 素
そ

楓
ふう

さん
（本名：竹村 昌子さん）

76歳 ＝仙北＝

平成５年おしば美術
師範免許を取得。同
年におしば美術仙北
支部を設立し、現在
まで通算して17年間
同会会長を務めまし
た。おしば美術の楽
しさを小学校で伝え
る普及活動などに尽
力されています。

功労賞
美術（おしば）

後
ご

藤
とう

 光
こう

三
ぞう

 さん
77歳 ＝太田＝

自身も設立に尽力し
た、おおた陶芸同好
会の会長に平成 17
年から就任。会の発
展に取り組むほか、
親子陶芸教室や公民
館のやきもの講座開
催に協力するなど後
進の指導と育成に尽
力されています。

功労賞
工芸（陶芸）

鈴
すず

木
き

 眞
ま

澄
すみ

 さん
68歳 ＝仙北＝

ピアノを黒沢洋子
氏、坂本泰子氏、小
野崎通男氏に師事。
教職の傍ら昭和51年
から大曲市民合唱団
（現・大仙市混声合唱団）
の常任ピアノ奏者と
して合唱団の指導や
地域音楽の普及に尽
力されています。

功労賞
音楽（合唱）

小
こ

林
ばやし

 星
せい

岳
がく

さん
（本名：小林 文子さん）

83歳 ＝神岡＝

昭和57年に神岡吟詠
会設立活動に尽力し、
詩吟を鈴木岳順氏、
伊藤岳　氏に師事。
以降32年にわたり詩
吟の神髄を極める活
動を続けながら各地
で詩吟や詩舞を披露。
詩吟文化の普及に尽
力されています。

功労賞
伝統文芸（詩吟）

鎌
かま

田
だ

 峰
ほう

良
りょう

さん
（本名：鎌田 良子さん）
83歳 ＝西仙北＝

平成元年に木村流大
正琴秋田支部長に就
任、同年に木村流大
正琴愛琴会を設立し
会長に就任。大仙市
芸術祭参加や福祉施
設への慰問など幅広
い演奏活動のほか後
進への熱心な指導に
尽力されています。

功労賞
伝統文化（大正琴）

畠
はたけ

山
やま

 教
のり

 さん
88歳 ＝中仙＝

平成16年から大仙市
芸術文化協会中仙支
部顧問として団体を
けん引。中仙地域の
芸術文化協会機関紙
「芸文中仙」の発行や
「楽しい芸術文化の集
い」の開催など地域
の芸術文化振興に尽
力されています。

功労賞
文化交流

進
しん

藤
どう

 孝
こう

一
いち

 さん
80歳 ＝協和＝

平成 20 年から 26 年
までの６年間、大仙
市芸術文化協会協和
支部長として団体を
牽引したほか、編纂
委員長として「協和
町史」編さんに携わ
るなど生涯学習と芸
術文化振興に尽力さ
れました。

伊
い

藤
とう

 恵
けい

雪
せつ

さん
（本名：伊藤 奈恵子さん）

59歳 ＝大曲＝

昭和 53 年恵雪書道
教室を開塾。以降 37
年にわたり書の指導
に尽力。自身も大曲
書道会に所属し自己
の研さんに励み、中
央展や地方展で功績
を上げているほか教
室外での指導などに
も取り組んでいます。

功労賞
文化交流

奨励賞
美術（書）
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大
仙
市
体
育
協
会

設
立
10
周
年
記
念
功
労
賞

【
大
仙
市
陸
上
競
技
協
会
】

齋
藤
重
一（
大
曲
）、萬
谷
幸
生（
大
曲
）、

花
津
谷
洋
一（
中
仙
）、
戸
堀
幸
夫（
中

仙
）、阿
部
孝
夫（
西
仙
北
）

【
大
仙
市
水
泳
連
盟
】

中
村
静
男（
美
郷
町
）

【
大
仙
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
】

青
森
功
昌（
大
曲
）、藤
原
広
敏（
大
曲
）、

木
村
博（
大
曲
）

【
大
仙
市
ス
キ
ー
連
合
】

斉
藤
博
幸（
協
和
）、佐
藤
勝（
大
曲
）

【
大
仙
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
】

民
谷
研
一（
大
曲
）、伊
藤
伝
悦（
南
外
）

【
大
仙
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

佐
藤
正
二
郎（
大
曲
）、阿
部
仁（
大
曲
）

【
大
仙
市
自
転
車
競
技
連
盟
】

佐
々
木
弘
一（
大
曲
）、
高
橋
三
郎（
大

曲
）、熊
澤
準
治（
大
曲
）

【
大
仙
市
卓
球
連
盟
】

藤
原
尚（
神
岡
）、池
田
武（
仙
北
）

【
大
仙
市
野
球
連
盟
】

鈴
木
利
右
エ
門
（
太
田
）、
池
田
忠
雄

（
大
曲
）、
冨
樫
泰
亮（
仙
北
）、
髙
橋
義

夫（
神
岡
）、大
野
繁（
中
仙
）、黒
川
光
雄

（
西
仙
北
）

【
大
仙
市
柔
道
連
盟
】

山
田
昭
一
郎（
中
仙
）、
冨
岡
初
男（
中

仙
）、山
信
田
齊（
大
曲
）

【
大
仙
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

古
家
幸
一（
大
曲
）、平
寛
二（
大
曲
）、奥

山
時
雄（
大
曲
）

【
大
仙
市
山
岳
連
盟
】

菊
地
喜
代
司（
南
外
）、加
藤
春
男（
大
曲
）

【
大
仙
市
空
手
道
連
盟
】

佐
藤
雄
三（
大
曲
）、高
橋
武
美（
大
曲
）、

戸
澤
秀
保（
太
田
）

【
大
仙
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
連
盟
】

土
肥
靖
治（
西
仙
北
）、
草
彅
隆
之（
太

田
）、
藤
井
義
雄（
仙
北
）、
佐
渡
廣
雄

（
南
外
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
大
曲
支
部
】

伊
藤
博（
大
曲
）、佐
藤
隆
喜（
大
曲
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
神
岡
支
部
】

泉
和
夫（
神
岡
）、鳥
羽
富
夫（
神
岡
）、久

米
川
健
治（
神
岡
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
西
仙
北
支
部
】

金
啓
一（
西
仙
北
）、佐
藤
尚（
西
仙
北
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
中
仙
支
部
】

伊
藤
喜
代
治（
中
仙
）、渡
邉
渡（
中
仙
）、

髙
橋
澄
夫（
中
仙
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
協
和
支
部
】

五
十
嵐
憲
雄（
協
和
）、鈴
木
晃（
協
和
）、

船
尾
世
津
子（
協
和
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
南
外
支
部
】

伊
藤
竹
四
郎（
南
外
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
仙
北
支
部
】

吉
田
利
雄（
仙
北
）、川
原
誠
徳（
仙
北
）、

樫
尾
幸
雄（
仙
北
）、進
藤
豊
和（
仙
北
）

【
大
仙
市
体
育
協
会
太
田
支
部
】

熊
谷
隆
雄（
太
田
）、小
柳
悟（
太
田
）、倉

田
嘉
仁（
太
田
）

秋山 福夫 さん
80歳 ＝大曲＝

大曲市サッカー協会（現在の大仙市
サッカー協会）会長を平成７年から24
年３月まで務められました。大曲農
業高校サッカー部監督として同協会
の礎となる人材を育成し大仙仙北地
区、県南地域のサッカー普及に貢献
されています。功労賞

大仙市サッカー
協会

髙見 健一 さん
75歳 ＝南外＝

平成 18年から大仙市体育協会南外
支部長を務められ、南外地域への
生涯スポーツ定着に尽力。また同
年に大仙市体育協会副会長に就任
され、各支部への助言や指導を行
うなど協会の運営に貢献されてい
ます。功労賞

大仙市体育協会

藤原 聖一 さん
64歳 ＝大曲＝

昭和49年設立の大曲市空手道連盟
（現在の大仙市空手道連盟）の初代から
平成26年３月まで会長を務められま
した。地域での子どもたちへの指導
はもちろん海外でも指導を行うなど
幅広く空手道の普及に貢献されてい
ます。功労賞

大仙市空手道
連盟

藤谷 弘志 さん
61歳 ＝大曲＝

昭和 55年、大曲少林寺拳法（現在
の大仙市少林寺拳法）会長に就任。少
林寺拳法の人づくりを目的として
熱心な指導を続けられ、全国大会
出場選手の育成など少林寺拳法の
競技力向上と拡大に貢献されてい
ます。功労賞

大仙市
少林寺拳法

市のスポーツの発展に尽力された方や各種競技で優れた成績を収めた個人・団体に贈られる
大仙市スポーツ賞。４人が功労賞、１人が栄光賞、99人と15団体が奨励賞を受賞されました。
また、今年度は大仙市体育協会設立10周年を記念してスポーツの普及振興に多大な
功績を残された62人の方々に大仙市体育協会設立10周年記念功労賞が贈られました。

平成26年度大仙市スポーツ賞
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栄
光
賞（
個
人
）

【
空
手
道
】加
藤
啓（
大
曲
高
２
）

奨
励
賞（
個
人
）

【
陸
上
競
技
】

倉
田
紗
妃（
太
田
東
小
６
）、
髙
橋
沙
湖

（
大
曲
高
２
）、
髙
橋
成
美（
秋
田
和
洋
女

子
高
２
）、伊
藤
琢
真（
大
曲
農
業
高
３
）、

千
葉
康
平（
同
）、伊
藤
久
美
香（
同
）、

山
信
田
有
太（
横
手
清
陵
学
院
高
３
）

【
水
泳
】

中
原
来
輝（
大
曲
小
６
）、中
原
樹
人（
大

曲
中
２
）、
佐
々
木
利
哉（
大
曲
中
３
）、

奥
山
美
優（
大
曲
高
１
）、佐
藤
李
茄（
大

曲
高
２
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

渡
部
玲
美（
秋
田
北
高
３
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

青
山
竜
也
（
大
曲
中
２
）、
遠
田
貴
大

（
同
）、
山
田
美
音（
同
）、
後
藤
来（
平
和

中
２
）、
佐
藤
尚
哉（
西
仙
北
中
２
）、
新

山
翔
平（
中
仙
中
２
）

【
自
転
車
競
技
】

田
口
優
斗
（
大
曲
農
業
高
１
）、
照
井
敦

也（
大
曲
農
業
高
２
）、長
澤
聖
晴（
同
）、

熊
谷
美
空（
同
）、
伊
藤
柊
平（
大
曲
農
業

高
太
田
分
校
２
）、
田
口
富
久（
大
曲
農
業

高
３
）、鈴
木
大（
同
）、大
坂
栄
貴（
大
曲
）

【
剣
道
】

熊
谷
心
之
介（
協
和
小
４
）、
最
上
蒼
生

（
角
間
川
小
６
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

東
海
林
賢
悟
（
大
曲
小
６
）、
加
賀
屋

翔
大（
花
館
小
６
）、
加
藤
璃
桜（
協
和
小

６
）、
福
田
麗
優（
大
曲
中
３
）、
藤
井
優

紀（
秋
田
和
洋
女
子
高
２
）

【
卓
球
】

森
元
遥
菜
（
藤
木
小
３
）、
高
橋
心
澄

美
（
神
岡
小
４
）、
加
藤
杏
菜
（
大
曲
中

２
）、五
十
嵐
直（
横
手
高
定
時
制
１
）、

小
田
嶋
稚
花（
秋
田
商
業
高
１
）、佐
々

木
和
也（
横
手
高
定
時
制
２
）、
伊
藤
大

智（
秋
田
高
３
）、進
藤
涼
太（
横
手
高
定

時
制
３
）

【
硬
式
野
球
】

鈴
木
光
一
（
角
館
高
２
）、
伊
藤
健
也

（
角
館
高
３
）、小
松
駿
太
郎（
同
）、小
松

陸（
同
）、
小
松
翔
太（
同
）、
相
馬
和
輝

（
同
）、長
澤
征
哉（
同
）、藤
田
航
平（
同
）

【
馬
術
】

岩
田
怜
馬（
中
仙
小
６
）

【
柔
道
】

加
賀
谷
翔
龍（
大
曲
中
２
）、
新
田
怜
美

（
仙
北
中
２
）、
進
藤
翔
太（
秋
田
工
業
高

１
）、
山
﨑
瞳（
大
曲
農
業
高
２
）、
斎
藤

康
平（
大
曲
農
業
高
３
）

【
な
ぎ
な
た
】

青
山
莉
子（
大
曲
小
５
）、小
松
千
聖（
大

曲
小
６
）、古
谷
綸
子（
大
曲
南
中
１
）、鈴

木
優
翔（
大
曲
中
３
）、佐
々
木
輝
音（
大

曲
高
２
）、
矢
野
千
央
里（
同
）、
荒
川
映

美（
大
曲
農
業
高
２
）、鈴
木
有
沙（
同
）、

藤
原
未
颯（
大
曲
高
３
）、
小
野
寺
理
沙

（
大
曲
農
業
高
３
）、茂
木
理
央（
同
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

山
内
こ
こ
ろ（
大
曲
小
２
）、
佐
々
木
一

真（
西
仙
北
小
２
）、
髙
橋
里
菜（
大
曲
小

３
）、
鈴
木
琉
花（
大
川
西
根
小
４
）、
菅

原
七
海（
神
岡
小
５
）、鈴
木
海
里（
大
曲

小
６
）、
伊
藤
日
和（
西
仙
北
中
２
）、
正

木
夏
帆（
西
仙
北
中
２
）、
佐
々
木
梨
子

（
金
足
農
業
高
１
）、
本
川
文
勝（
大
曲
工

業
高
２
）、三
浦
雅
弘（
大
曲
工
業
高
２
）、

正
木
紗
捺（
金
足
農
業
高
２
）、
柳
原
朗

（
大
曲
工
業
高
３
）

【
登
山
】

相
馬
舜
平（
大
曲
高
２
年
）、
伊
藤
悠
大

（
同
）、齊
藤
愛
実（
同
）、白
土
朝
香（
横

手
高
２
）

【
空
手
道
】

髙
橋
と
こ（
大
曲
小
１
）、髙
栁
泰
地（
花

館
小
１
）、
木
村
陽
登（
神
岡
小
１
）、
佐

藤
ひ
な（
西
仙
北
小
１
）、黒
川
史
登（
神

岡
小
２
）、
髙
橋
龍
威（
大
曲
小
３
）、
太

田
迅（
西
仙
北
小
３
）、
黒
川
朝
陽（
神
岡

小
４
）、木
村
柊
陽（
同
）、藤
田
聖
憲（
清

水
小
４
）、
髙
橋
ひ
の
き（
大
曲
小
５
）、

佐
藤
朝
陽（
西
仙
北
小
５
）、
黒
川
梨
々

花
（
神
岡
小
６
）、
伊
藤
春
野
（
高
梨
小

６
）、加
藤
拓（
大
曲
中
２
）

奨
励
賞（
団
体
）

【
サ
ッ
カ
ー
】

大
曲
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

中
仙
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
】

大
曲
農
業
高
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
、
H
C
秋
田
w

【
自
転
車
競
技
】

大
曲
農
業
高
校
自
転
車
競
技
部

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

大
曲
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
硬
式
野
球
】

大
曲
工
業
高
校
野
球
部
、
大
曲
工
業

高
校
野
球
部（
新
人
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

大
曲
中
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
剣
道
】

角
間
川
道
場
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
登
山
】

大
曲
高
校
登
山
部
男
子
、
大
曲
高
校

登
山
部
女
子

【
な
ぎ
な
た
】

大
曲
高
校
な
ぎ
な
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　大仙市体育協会は、市内のスポーツ団体を代表しスポーツ
の普及発展と技術の向上、会員同士の親睦交流、生涯スポーツ
の振興を目的に平成17年６月25日に設立し、今年で10周年を
迎えます。現在26の競技団体と８地域支部の34団体が登録し、
市民スポーツの基盤を支える団体として活動しています。

大仙市体育協会設立10周年

２月14日に行われた大仙市体
育協会設立10周年記念式典
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● 母子保健● 子育て支援

母子健康手帳・
妊婦健診受診票の交付
　妊娠中の方を対象に健康増
進センター各分室で母子健康
手帳、妊婦健診受診票を交付
しているほか、妊婦健康相談
を行っています。
　交付日時などの詳細は、お住
まいの地域の健康増進センタ
ー各分室にお問い合わせくだ
さい。

パパ・ママ教室
　まもなく父親・母親になる
方を対象に、妊婦体操や赤ち
ゃんのお風呂の入れ方などを
助産師・保健師と一緒に練習
します。
　対象の方には通知が届きま
すので、ご確認ください。

乳幼児健康診査
　乳幼児の健やかな発育や健
康状態の確認のために次の健
診を行います。
　日程等の詳細は、対象乳幼
児の保護者に通知が届きます
のでご確認ください。
【集団健診】４カ月児、７カ月
児、１歳６カ月児、２歳６カ月
児（歯科）、３歳児
【個別健診】10カ月児
※医療機関で実施

こんにちは赤ちゃん訪問
　おおむね生後２カ月から４
カ月までの乳児がいる全ての
家庭を保健師や助産師が訪問
し、母子の健康状態の把握、子
育て支援に関する情報提供な
どを行っています。
　対象の方には事前に電話で
連絡します。

【問い合わせ】
健康増進センター ☎0187-62-9301

中央分室  ☎0187-62-1015
西部 ☎0187-75-0406
東部 ☎0187-56-7211

ファミリー・サポート・
センター
　子育てを手助けしたい方（サポー
ト会員）が手助けを受けたい方（ファ
ミリー会員）の援助活動を行います。
　援助活動を受けるためには、
事前に登録が必要です。詳細は、
問い合わせください。

病児・病後児保育
　病気中や回復期のため、一時
的に保育園などに通えない児童
を病院の施設で預かり、保護者が
安心して働けるよう支援します。
◆対象／０歳から

小学３年までの子ども
◆時間／
【月曜～金曜】午前８時～午後６時
【土曜】午前８時～午後１時
◆利用料／１日1,000円
※ 生活保護世帯は無料、市外在住者
2,000円
◆実施施設・利用申請／
吉村クリニック （戸蒔谷地添71-1）
☎080-5577-0566
生和堂医院（刈和野清光院後15-2）
☎0187-87-3070
太田診療所（太田町横沢窪関南505-1）
☎0187-88-2233

放課後児童クラブ
　児童に遊びや生活の場を提供
し、保護者が安心して働けるよ
う支援します。
◆対象／保護者が仕事などで放
課後に家にいない、小学１年か
ら６年までの児童
※１年生から３年生まで優先
◆時間／
【月曜～金曜日】
放課時刻～午後７時
【土曜・学校休校日】
午前７時30分～午後７時
※ 日曜、祝日、12月29日から１月３日
までは休業。このほか臨時的に休業
する場合があります。
◆利用料／月額6,000円

（２人目以降3,000円）
※ 生活保護世帯は無料、ひとり親家庭
は１人目3,000円・２人目以降1,500円

 【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
児童家庭課
子育て支援班・家庭支援班
☎0187-63-1111 内線129・134・150

児童手当
　中学校卒業までの児童を養育
している方に支給されます。子
どもが生まれた時、転入した時
に忘れずに申請してください。
◆対象／中学校卒業まで（15歳に
なった後、初めて迎える３月31日ま
で）の児童を養育している方
◆支給月／６月・10月・２月
◆手当額／

※ 児童を養育している方の所得が所
得制限限度額以上の場合は、特例給
付として月額一律5,000円を支給

児童年齢 手当額（１人あたり月額）
３歳未満 一律15,000円

３歳以上小
学校修了前

10,000円
（第３子以降は15,000円）

中学生 一律10,000円

児童扶養手当
　ひとり親家庭などが支給対象
です。手当を受給するためには、
申請が必要です。
◆対象／18歳に達する日以降の
最初の３月31日までの間にある子
どもを養育しているひとり親世帯
◆支給月／４月・８月・12月
◆手当額／※４月以降の金額です

区分 手当額（１人あたり月額）
全部支給 42,000円

一部支給 9,910～ 41,990円
（所得額による）

特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいがあ
る子どもを養育している方に支
給されます。手当を受給するた
めには申請が必要です。
◆対象／20歳未満の障がいがあ
る子どもを養育している世帯
◆支給月／４月・８月・11月
◆手当額／※４月以降の金額です

級 手当額（１人あたり月額）
１級 51,100円
２級 34,030円

随

随

随

随

随

随
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介護予防デイサービス
　給食、入浴、体力向上トレーニ
ングなどで健康増進を図り、要介
護状態にならないための自立し
た生活を支援するサービスです。
◆対象／おおむね60歳以上の方
（要介護、要支援と認定された方を除く）
◆自己負担額／１回700円
◆利用可能日時／
月曜から金曜日まで（祝日を除く）
の午前９時30分～午後４時
◆会場／いきいきサロンえみの
くち、紫陽花館

家族介護用品支給券交付
　介護用品を購入できる支給券
を交付します。４月中の申請をお
願いします。（その後も随時受け付け）
◆対象／市民税所得割非課税世
帯で、要介護４・５と認定された高齢
者を同居しながら介護している方
◆交付枚数／年間40枚まで
※1枚で1,250円分利用できます。

家族介護慰労金支給
　自宅で高齢者を介護している
方に月額5,000円（限度額年６万円）
を助成します。
　４月からの支給を希望する方
は、３月中に申請してください。
◆対象／市民税非課税世帯で、要
介護４・５と認定された在宅高齢
者を同居しながら介護している方
※ 特別障害者手当を受給している方
は対象外です。

市の各種保健・
福祉サービス

● 高齢者支援・介護予防

サービスの利用申請は４月１日から受け付けを開始します。
（　　が付いているものは随時受け付け）
各サービスの詳しい内容は、問い合わせください。
随

【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）中央
☎0187-63-1111 内線178

軽度生活援助
　外出時の援助、食材の買い出
し、家周りの手入れなど、軽度な日
常生活の援助が受けられる利用
券を交付します。１枚につき１時
間以内の援助に使用できます。
◆対象／おおむね65歳以上で、
一人暮らし世帯または高齢者の
みの世帯の方
◆自己負担額／
１回250～350円（課税状況による）
◆交付枚数／年間36枚まで（月３枚）

温泉ふれあい
入浴サービス券助成

　市関連の温泉施設で使用でき
る半額券・無料券を交付します。
◆対象／
【半額券】60歳から69歳までの
身体障害者手帳等をお持ちの方、
70歳から79歳までの方
【無料券】80歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

はり・きゅう・マッサージ
施術券助成

　１回の施術につき800円を助
成する「施術助成券」です。市指
定の施術所で使用できます。
◆対象／70歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

各サービスの申請の際は、印鑑と身
分確認ができるもの（健康保険証など）
を忘れずにお持ちください。

随

● 障がい者支援

特別障害者手当等
　重度の障がいがあり、国で定
める要件に該当する方に支給さ
れます。手当を受給するために
は申請が必要です。
※ 申請の際は、診断書のほか必要な書
類等がありますので事前に問い合
わせください。

※手当額は４月以降の金額です。
◆支給月／５月・８月・11月・２月
【特別障害者手当】
対象／常時特別な介護が必要
で、規定の要件に該当する20歳
以上の方
手当額／月額26,620円
【障害児福祉手当】
対象／常に介護が必要で、規定
の要件に該当する20歳未満の方
手当額／月額14,480円

人工透析通院費支給
　人工透析治療の為の通院距離
が片道５㎞以上でタクシー券を
受給していない方に通院費を助
成します。申請日から助成の対
象となります。
◆助成額／往復通院距離（㎞）×
10円×通院回数
◆持参するもの／印鑑、特定疾
病療養受領証、預金通帳

障がい者（児）タクシー券給付
　１回の乗車につき600円を助
成するタクシー券を交付します。
◆対象／障害者手帳１級～３級の方
（３級は下肢・体幹・呼吸器・視覚で３級の
方、人工透析を受けている方）、療育手帳
Ａの方、精神障害者保健福祉手帳１
級の方 ※施設に入所中の方、自動車税・
軽自動車税の減免を受けている方、人工
透析通院費助成を申請する方は対象外
◆交付枚数／年間24枚まで（月２枚）
◆持参するもの／各障害者手帳・
印鑑、特定疾患療養受療証（人工透
析を受けている方のみ）

【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
生活支援課 障がい者支援班
☎0187-63-1111 内線173
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【だいせんニューストピックス】

　企業向けイクボス研修会が２月５日、大曲職業訓練
センターで行われ、市内企業など23社から35人が参加
しました。
　イクボスとは、職場で共に働く部下やスタッフのワ
ークライフバランス（仕事と生活の両立）を考え、その人
のキャリアと人生を応援しながら組織の業績の結果
を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができ
る上司（経営者・管理職）を指す言葉。その大切さを全国
的に広め活躍している、NPO法人ファザーリング・ジ
ャパン代表の安藤哲也さんが「イクボスでいぐべ！～
部下と組織がイキイキする秘訣～」と題し、講演しま
した。「『共働き共育て』の現代は、スタッフの生活事
情全般への理解を示す『イクボス』の存在が大切」「『受
容・共感・賞賛』が必要」などと訴えました。
　参加者からは「価値観が変わった。今まで良しとし
ていたことが本当に正しいか職場で話し合いたい」
「管理者として有言実行をし、会社の風紀づくりをし
たい」などと感想が述べられました。

企業向けイクボス研修会
受容・共感・賞賛できる管理職に

　第２回南外小唄まつりが１月31日と２月１日の両
日、南外コミュニティセンターなどで開かれました。
　「南外小唄」は南外地域の名所や名産が歌詞に込め
られた、地域住民に親しまれている民謡。まつりは南
外小唄を後世に唄い継いでいこうと実行委員会（八嶋
敏委員長）が昨年から開催しています。　　
　今回のコンクールには市内外から民謡愛好家44人
が出場し、自慢ののどを競い合いました。受賞者は次
のとおりです。　　　　　　　　　　　　＜敬称略＞
▼最優秀賞＝木村準一（南外）▼優秀賞＝菊地キンコ
（同）近藤みつ子（仙北市）▼敢闘賞＝髙橋進（大曲）、森川
クミ子（同）、佐藤夢
女（南外）▼努力賞＝
田口亜故美（中仙）▼
大仙市議会議長賞
＝照井郁子（大曲）

［写真］最優秀賞を受賞
した木村準一さん（写
真右）

南外小唄まつり
地域の民謡を後世に唄い継ごう

　３月21日から行われる第87回選抜高等学校野球大
会に出場する大曲工業高校が２月26日、栗林市長を表
敬訪問しました。
　訪問したのは同校の草彅康尚校長はじめ、阿部大樹
監督、岡本昌真主将、武田龍成副主将ら６人。阿部監督
は「雪国だからこそできる野球がある。選手の良さを
発揮して全国の舞台で頑張りたい」と抱負を語りまし
た。また、「ひたむきに粘り強く、笑顔でプレーするこ
とがチームの持ち味。一つ一つ上を目指して頑張りた
い」「応援してくれる地域の方々のためにもチーム一
丸となって頑張りたい」と岡本主将、武田副主将がそ
れぞれ大会に向けた決意を述べました。

大曲工業高校野球部が表敬訪問
ひたむきに粘り強くプレーしたい

［写真］栗林市長を表敬訪問した大曲工高野球部

1 ｢職場や組織の活性化のためには部下が仕事と生活を両立
できる環境づくりが必要」と話す安藤さん

2  ワークシートを使ってグループ討議する参加者

2

1
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広報見聞録

　払田柵の冬まつりが２月21日、
国指定史跡「払田柵跡」で、また太
田の火まつりが同日、奥羽山荘西
側広場で行われました。
　払田柵の冬まつりは史跡の里
づくり委員会（佐藤力哉委員長）が企
画・開催しているもので、今回で19
回目。メーンイベントの蝦

か

夷
い

ほた
る（ミニかまくら）作りには、地元小
学生や親子連れなどが参加し、協
力し合いながらミニかまくら約
1,000個を制作しました。夜の帳

とばり

が

降りるころ、ロウソクに灯りが灯
されると一面に小さな光の群れが
広がりました。
　太田の火まつりでは、五穀豊穣
を願う雪中田植えや東今泉八幡太
鼓の演奏、紙風船上げ、天筆焼き、
花火ショーなどが行われました。
メーンの紙風船上げでは、集落や
園児、児童などが作った48個の紙
風船が登場。願いや絵が描かれた
色とりどりの紙風船が冬の夜空に
舞い上がりました。

［写真］12払田柵の冬まつり3太田の火まつり

払田柵の冬まつり・太田の火まつり
冬まつりで地域の絆を深める

　大曲地域の古四王神社と中仙地
域の水神社で１月25日、文化庁の
文化財防火デーにちなんだ防火訓
練が行われました。
　県内唯一の国宝「線刻千手観音
等鏡像」を所蔵する水神社で行わ
れた防火訓練には、同神社氏子や
消防団中仙支団、地域住民で組織
する自主防災組織など約60人が参
加しました。訓練は本殿からの出
火を想定。収蔵庫から国宝を持ち
出して安全な場所に移した後、住
民らが消火器やバケツリレーで初

期消火を行い、消防団員がホース
で放水しました。
　消防団中仙支団の児玉誠良支団
長は「消火器が使えるのは約20秒。
駆け付ける場合は各自予備を持ち
込んで消火にあたってもらいた
い」と万が一の際の協力を呼び掛
けました。
　また、国指定重要文化財の古四
王神社で行われた防火訓練には地
元の消防団や小学生など地域住民
約200人が参加。火災発生時の初期
対応を訓練しました。

［写真］12古四王神社での防火訓練3水神社での防火訓練

古四王神社と水神社で文化財防火訓練
住民団結で地域の宝を守る

寄付・寄贈
たくさんの善意ありがとうございます

　NPO法人大曲ふれあい会（深
谷久和理事長）からロウソク2,000
個を寄贈いただきました。
　寄贈品は市内の寺院などから
提供された未使用のロウソクを
溶かして再加工したもの。同会
が運営する精神障がい者作業
施設の利用者が製作しました。
　ロウソクは福島県相馬市で
被災者支援活動をしている一
般社団法人「震災支援ネット・相
馬」に届けられ、被災者の方々に
贈られました。

　西仙北中学校（佐藤心一校長）
が介護老人保健施設幸寿園（佐
藤龍彦園長）に車いす１台を寄贈
しました。
　寄贈品は空き缶や古紙回収
の収益金などを活用し、介護老
人保健施設幸寿園に車いす１
台を寄贈しました。贈呈式後に
は中学生による楽器演奏もあ
り、ひと時の音楽の贈り物を楽
しみました。入所者を代表して
石山しわ子さんが「みなさんの
顔を思い浮かべながら使いた
い」と感謝の言葉を述べました。
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日本画家から教わる
絵画教室うさぎの芽
　親子で一緒に楽しむ工作から美
大受験生や大人を対象にした専門
的な絵画表現まで幅広く教えます。
◆対象／４歳以上の子ども、大人
◆期日／毎月第１・第３日曜日
◆時間／午前10時〜午後５時のう
ち２時間程度
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／１回1,500円〜3,000円

（材料費・施設費等）
【問い合わせ・申し込み】
� 小山内さん�☎090-4297-1910
� http://www11.ocn.ne.jp/

~usagi-me/7201.html

思いを絵手紙にのせて
絵手紙教室会員募集
◆期日／毎月第１金曜日
◆時間／午後１時30分〜
◆会場／サンクエスト大曲
◆参加費／500円
【問い合わせ・申し込み】
� 佐藤さん�☎0187-73-5789

４月はこの地域です
電気設備定期調査
　電気設備の安全調査にご理解と
ご協力をお願いいたします。
◆対象／【大曲】浜町、緑町【神岡】
蒲、福島【西仙北】愛宕町、清光院後
【協和】中野、君ヶ野【仙北】上り場、
柳田、穂田原、於園
【問い合わせ】
� 東北電気保安協会大曲事業所
� ☎0187-63-4940

国際交流活動を応援
AIA国際活動助成金
　（公財）秋田県国際交流協会では、
県内で国際交流など多文化共生を
推進する活動を行う民間団体に活
動費の助成を行います。
　助成の詳細や申請書は、（公財）
秋田県国際交流協会のホームペー
ジ（http://www.aiahome.or.jp/）からダ
ウンロードすることもできます。
◆対象事業／【１期募集】４月１
日から平成28年３月31日まで実施
の事業【２期募集】８月１日から平
成28年３月31日まで実施の事業【３
期募集】11月１日から平成28年３月
31日まで実施の事業
◆金額／助成対象経費総額のうち
上限８万円
※�同年度につき１団体１回。同一団体に
よる同一事業への助成は３回まで。
◆申請期間／【１期募集】３月31
日（火）まで【２期募集】７月１日
（水）から31日（金）まで【３期募集】
10月１日（木）から31日（土）まで
【問い合わせ】
� �（公財）秋田県国際交流協会
� ☎018-893-5499

◆応募資格／保育士資格をお持ち
の方
◆雇用条件／
【雇用期間】４月１日（水）から平成
28年３月31日（木）まで（１年更新）
【勤務時間】午前７時〜午後７時の
間の８時間程度（シフト制）
【賃金】月給135,000円（通勤手当あり）
◆勤務場所／日の出ベビー保育園

（大曲日の出町）
◆募集人員／１人
【問い合わせ・申し込み】
� 日の出ベビー保育園�☎0187-62-3529

○社会福祉法人
大仙ファミリーサポート

◆応募資格／保育士資格をお持ち
の方
◆雇用条件／
【雇用期間】４月１日（水）から平成
28年３月31日（木）まで（１年更新）
【勤務時間】午前７時〜午後７時の
間の８時間程度（シフト制）
【賃金】月給130,000円（通勤手当あり）
※パート可（時給750〜800円）
◆勤務場所／どれみ保育園（四ツ屋）
◆募集人員／１人
【問い合わせ・申し込み】
� どれみ保育園�☎0187-62-7530

○どれみ保育園

◆応募資格／保育士資格と幼稚園
教諭免許をお持ちの方
◆雇用条件／
【雇用期間】４月１日（水）から９月
30日（水）まで（６カ月更新）
【勤務時間】午前７時30分〜午後７
時の間の８時間程度（シフト制）
【賃金】時給830円（通勤手当あり）
◆勤務場所／神岡、西仙北、協和、南
外、中仙、仙北、太田地域の保育園・幼
保連携型認定こども園のいずれか
◆募集人員／９人
【問い合わせ・申し込み】
� 社会福祉法人大空大仙事務局
� （中仙庁舎内）�☎0187-56-7677

○社会福祉法人大空大仙○社会福祉法人大曲保育会
◆応募資格／保育士資格と幼稚園
教諭免許をお持ちの方
◆雇用条件／
【雇用期間】４月１日（水）から９月
30日（水）まで（６カ月更新）
【勤務時間】午前７時〜午後７時の
間の８時間程度（シフト制）
【賃金】日給6,320円（通勤手当あり）
◆勤務場所／大曲地域の保育園（12
カ所）・幼稚園（２カ所）のいずれか
◆募集人員／10人
【問い合わせ・申し込み】
� 社会福祉法人大曲保育会事務局
� （大曲南幼稚園内）�☎0187-62-4561

　市内各保育園で臨時保育士を募集します。詳細は
ハローワークの求人票をご覧ください。

臨時保育士募集
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この国は私たちが守ります
自衛官幹部候補生募集
　平成27年度自衛隊幹部候補生を
募集します。
※�医科・歯科幹部自衛官、歯科・薬剤科幹
部候補生も募集しています。詳細は問
い合わせください。
◆応募資格／【大卒程度】平成２
年４月２日から平成８年４月１日
までに生まれた方（卒業見込みを含む）
【院卒者等】昭和63年４月２日から
平成８年４月１日生まれの方
◆申込期限／５月１日（金）
◆試験期日／５月16日（土）
【問い合わせ・申し込み】
� 自衛隊秋田地方協力本部
� 大仙地域事務所�☎0187-63-1313

初心者の方も気軽にどうぞ
太極拳無料体験講座
◆期日／４月３日から24日までの

毎週金曜日
◆時間／午前10時〜11時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆講師／木元尭子さん
◆持参するもの／内履き
※動きやすい服装でお越しください。
【問い合わせ・申し込み】
� はぴねす大仙�☎0187-88-8722

仲間と一緒に楽しもう
大曲武術太極拳協会
　仲間と一緒に太極拳を楽しみな
がら健康な心と体づくりをしませ
んか。
◆期日／４月７日から９月15日ま
での毎週火曜日
◆時間／午前９時30分〜11時30分
◆会場／大曲武道館
◆会費／月額1,500円
◆講師／小山元子さん、協会指導員
【問い合わせ・申し込み】
� 大曲武術太極拳協会�齊藤さん
� ☎0187-72-2278

桂児童センター
体力増進指導教室
◆対象／

大曲地域の小学１〜３年生
◆期日／４月16日から平成28年３
月31日までの毎週木曜日
◆時間／【１年生】午後３時30分〜
４時15分【２・３年生】午後４時30分
〜５時15分
◆会場／桂児童センター
◆定員／30人
◆参加費／800円（保険料）
◆申込期間／３月28日（土）から４
月１日（水）まで（午後２時〜午後４時）
※申し込み時に印鑑を持参してください。
【問い合わせ・申し込み】
� 桂児童センター
� ☎0187-63-2426

地域の方に感謝を込めて
太田中学校被災地交流報告展
　太田中学校では、東日本大震災
で被災した岩手県大槌町、大槌中
学校と交流を続けてきました。
　これまでに行ってきた被災地支
援交流活動についての報告・紹介
のほか、講演を行います。ぜひお越
しください。
◆期日／３月21日（土）
◆時間／午前10時〜午後３時30分

（午前９時30分開場）
◆会場／太田文化プラザ
◆内容／
○生徒による活動報告、岩手県大
槌町立大槌中学校教諭の盛合晃敬
さんによる講演

（午前10時〜11時30分）
○活動報告の展示会

（午後１時〜３時30分）
◆入場料／無料
【問い合わせ】
� 太田中学校�☎0187-88-2211

気軽に楽しもう
フロアバレエ無料体験講座
　床に座ったり寝たりしたままの
体勢でストレッチやバレエの動作
を行うフロアバレエ。難しいステ
ップやジャンプはなく、どなたで
も挑戦できる内容です。
　しなやかでバランスの良い体を
つくりませんか。
◆期日／４月６日（月）・13日（月）・
20日（月）、５月11日（月）
◆時間／午後６時30分〜７時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆定員／10人
◆講師／小西留見子さん
◆持参するもの／ヨガマットまた
はバスタオル、靴下、飲み物
※動きやすい服装でお越しください。
【問い合わせ・申し込み】
� はぴねす大仙
� ☎0187-88-8722

大曲シャトルメッツ
メンバー募集
　大曲シャトルメッツでは、30代
から70代までの仲間がバドミント
ンを楽しんでいます。
　経験の有無や年齢、性別に関係
なく興味のある方をお待ちしてい
ます。
◆期日／毎週火・木曜日
◆時間／午前10時〜正午
◆会場／大曲体育館
◆会費／月額800円
【問い合わせ・申し込み】
� 大曲体育館�☎0187-63-1122

自分のペースで学習できる
放送大学４月入学生募集　
　平成27年度第１学期（４月入学）
の学生を募集しています。
　放送大学は、テレビ等の放送や
インターネットをとおして心理学、
福祉、経済、歴史、文学、自然科学な
ど幅広い分野を学ぶことができま
す。詳しい資料などは問い合わせ
いただくか放送大学ホームページ
（http://www.ouj.ac.jp）をご覧ください。
◆出願期限／３月20日（金）
【問い合わせ】
� 放送大学秋田学習センター
� ☎018-831-1997
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※会場・時間は、変更になる場合があります。

【問い合わせ】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

西部 ☎0187-75-0476
東部 ☎0187-56-7211

あなたの献血で助かる
いのちがあります

４月の献血日程
期日 時間 会場

【中央】
２日
（木）
全血

9:30～
11:00

東北電力（株）
大曲営業所

11:30～
12:30 JA秋田おばこ大曲支店

14:00～
15:00 （株）フルヤモールド

15:30～
16:30

特別養護老人ホーム
サン・サルビア

【西部】
７日
（火）
全血

9:30～
10:30 大仙市役所南外庁舎

12:00～
13:00

（株）ホクエツ大曲営業所
大曲工場

13:30～
14:30

特別養護老人ホーム
愛幸園

15:00～
16:00 大仙市役所神岡庁舎

【中央】
14日
（火）
全血

10:00～
12:00 JA秋田おばこ本店

13:30～
14:30 （有）佐藤縫製

15:00～
16:30

アネスト岩田（株）
秋田工場

【中央】
19日
（日）
全血

10:00～
12:00

イオンモール大曲
13:00～
16:00

○休日救急医療（日曜日・祝日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医（日曜日）
　■医療機関／行事予定表の　を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

3月16日月  ～ 4月1日水

金27

大仙市の行事予定 農業科学館
イベント情報

19 木

【問い合わせ】
 県立農業科学館（月曜休館）
 ☎ 0187-68-2300

開館時間／午前９時30分～
午後４時30分

28 土

20 金

木26

紹
介
展

【農業試験場紹介展】
期間／４月７日（火）から

５月24日（日）まで

水25

４月
公
募
展
【エビネ展】
期日／４月25日（土）・26日（日）

水14／

オトコのための会話力アップ講座※要申し込み
■午後７時～８時30分
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階） ▶ P. ８

24 火

歯 

火17 平成27年第１回大仙市議会定例会（第５日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

18 水 神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
仙北地域行政相談■午後１時 30分～４時■仙北庁舎１階相談室
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
                           ■中仙農村環境改善センター

はじめてのタブレット講習会※申込者のみ
■午後１時 30分～３時 30分■大曲庁舎３階第３委員会室

163／ 月 協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館峰吉川分館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■強首地区公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

大仙市農業研修会※申込者のみ
■午後１時 30 分～４時■グランドパレス川端

平成26年分所得申告期限

30 月

31 火

日22
歯  小西歯科医院（美郷）☎ 0187-84-1118

大仙市誕生 10周年記念式典
■午後１時 30分～■大曲市民会館・大ホール

29 日
ポーランド料理を作ってみませんか※要申し込み
■午前10時～午後１時 30分■はぴねす大仙 ▶ P.９
歯  金子歯科クリニック（大曲）☎ 0187-63-7300

23 月
市民課・国保年金課・税務課・上水道課・児童家庭課
窓口業務時間延長（～４月３日（金）） 
■午後７時まで延長（土・日、３月31日（火）を除く）▶ P. ９

土21
春分の日 新作花火コレクション in 大曲 2015

■午後６時 20分～■大曲ファミリースキー場

大仙市・座間市友好交流都市協定締結式
■午後３時～■大曲エンパイヤホテル■
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